
 

仙台南高校保健室  

 学校での健康診断で視力検査の結果Ｃ・Ｄ判定のあった生徒のみなさんに、受診報告書を配布

していました。視力が低下していても、普段の生活に支障はないので大丈夫です。というお話も

聞きます。普段の生活習慣から、視力低下が進んでしまうこともありますが、稀に眼疾患が潜ん

でいたということもあります。メガネやコンタクトレンズを装着・度数の変更などは受診の際

に、眼科医と相談して決めてください。保健室で、視力の再検査をしたときに、「頑張れば見えま

す」という人もいました。頑張る労力を使わなくても見える状態にしておけば、益々、勉強に集

中できるようになると思います。まだ、受診していない方は受診してみてくださいね。そして、

受診した結果を、保健室までお知らせください。お待ちしています。 



現在は、新型コロナ感染者数が少なくなって来ていますが、コロナウイルスがい

なくなった訳ではありません。また、寒暖差も激しくなり体調を崩しやすいです。 

 マスクや手洗い等の手指消毒などしっかり感染対策をすることで、風邪やインフ

ルエンザの感染は少なくなっていると感じます。 

 下にマスクの効果についての資料があります。様々な素材でマスクも作られてい

ますが、『不織布』の予防効果が一番高くなっています。その分、呼吸が苦しいこ

ともありますが、３蜜になりやすい場面や医療機関を受診する時などは、意識して

『不織布マスク』を着用していくなどの使い分けをすることをお勧めします。 

 不織布の肌触りが合わない人もいるかもしれませ

ん。綿素材のマスクの方が、肌に優しいと感じてい

る人は、布製のマスクカバーと併用して予防＆肌触

りの両方の効果を得られるようにしても良いかもし

れません。 

 １日も早く、マスクをしなくても良い日が来ると嬉しいなとも思います。その為

には、しっかり感染予防して感染者数を急激に増やさないようにしましょう！ 
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